
　
　
．
第
三
巻
　
　
甜
臓
　
纂
　
　
ス
ズ
ン
●
（
ヂ
ン
の
ヒ
ソ
デ
ン
プ
ル
グ
評

め
豫
定
よ
り
二
十
B
ば
か
り
後
れ
て
出
登
す
る
に
決
し
泥

の
は
レ
奉
公
の
至
誠
に
出
で
π
ご
は
い
へ
、
よ
く
ノ
V
の

事
で
あ
っ
把
に
和
違
な
い
○
余
輩
は
彼
れ
の
詐
ら
ざ
る
告

自
に
依
っ
て
、
其
腹
藏
な
き
意
中
を
聞
き
、
三
三
の
用
意

左
こ
そ
こ
頷
か
る
》
ご
共
に
、
彼
れ
の
晩
年
の
言
行
を
通

む
て
見
る
や
う
に
、
こ
、
に
も
亦
表
面
豪
放
の
裡
、
一
種

の
悲
哀
の
戚
に
打
元
れ
ざ
る
を
添
書
Q

　
太
閤
の
書
欺
は
未
だ
蕾
史
に
引
用
さ
れ
π
の
を
見
回
ら

　
ぬ
が
只
林
道
春
の
豊
臣
秀
吉
譜
に

　
　
　
九
刀
大
鷹
之
忌
服
終
之
後
、
秀
吉
又
赴
二
名
護
屋
一

　
　
　
此
時
勅
使
來
日
、
渡
海
心
事
以
可
レ
留
レ
之
、
秀
吉

　
　
　
復
命
田
、
勅
命
固
辱
、
然
遣
二
黒
兵
器
靭
鮮
一
、
軍

　
　
　
雄
二
佃
㍑
瞼
解
［
、
　
需
…
ふ
人
…
明
ナ
～
酷
く
丘
ハ
舳
石
翁
二
援
勢
一
、
　
剛
淵
融
融

第
四
號
　
　
　
一
三
八
　
　
（
山
ハ
山
ハ
八
）

　
　
．
敗
悪
難
レ
知
蒲
已
、
吾
身
在
二
本
心
素
座
指
二
三
萬

　
　
　
里
之
外
一
之
爾
哉
ざ
非
レ
背
二
勅
旨
一
、
唯
速
攻
二
李

　
　
　
大
明
朝
鮮
㍉
而
耀
二
食
朝
之
兵
威
一
説
、
勅
使
蹄

　
　
　
而
奏
レ
之
、
帝
有
二
恩
艦
一
、

ご
書
い
て
居
り
、
絡
本
太
閤
記
な
ご
に
も
そ
れ
ご
同
じ
意

味
を
敷
術
さ
れ
て
居
る
。
此
勅
使
御
念
泄
の
時
期
か
ち
い

へ
ば
、
是
時
の
事
を
指
し
て
居
る
や
う
に
も
見
ね
る
が
、

所
謂
渡
海
は
朝
鮮
へ
の
渡
航
の
事
の
糠
で
あ
っ
て
一
騰
の

文
意
も
太
閤
の
書
癖
ご
は
大
に
相
違
が
あ
り
、
特
に
敬
慶

の
態
度
を
互
い
て
居
る
の
が
日
立
っ
て
見
ね
る
の
は
到
底

此
式
欺
を
見
π
も
の
こ
解
す
る
こ
ご
が
出
摩
ぬ
。
然
ら
ば

此
書
朕
は
薙
堤
の
遺
漏
を
補
ふ
霜
め
に
も
亦
貴
重
の
史
料

花
る
を
央
は
ぬ
も
の
で
め
る
。

ス
エ
ン
・

ヘ
ヂ
ン
の
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
三
士
　
藤

代
藤
：
輔
抄
諜



　
　
　
　
（
剛
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
標
準
こ
し
て
も
宜
い
位
だ
。
食
事
は
質
素
で
．
三
際
モ
ー

第
一
に
・
ン
デ
ソ
ブ
ル
グ
の
特
色
ε
し
て
特
瀕
す
べ
き
ぜ
以
葡
萄
酒
を
・
罧
傾
け
る
。

は
、
彼
が
露
下
職
役
の
際
李
時
の
習
慣
を
殆
ん
ご
全
く
改
　
　
午
餐
の
食
卓
を
離
れ
る
ご
直
に
階
上
の
室
に
上
り
休
息

め
な
か
つ
把
事
で
あ
る
。
彼
の
勉
強
、
散
歩
、
飲
食
、
睡
　
す
る
Q
四
峙
に
は
仕
事
に
掛
り
、
八
時
藪
分
前
ま
で
績
け

眠
の
時
闇
は
走
時
ご
岡
じ
謝
限
、
同
じ
長
さ
で
あ
る
Q
彼
　
る
。
毒
魚
に
は
四
時
頃
家
族
團
焦
し
て
所
謂
小
食
事
の
菓

は
脅
慣
に
於
て
も
、
馳
駆
に
於
て
も
毫
も
擾
さ
る
、
所
が
　
子
ε
珈
誹
ご
を
取
る
。
そ
れ
か
ら
訪
問
客
に
接
し
セ
後
、

な
い
・
一
旦
我
意
に
適
し
、
我
溜
め
に
な
b
、
我
性
に
合
都
合
次
第
家
族
ご
外
出
し
、
又
は
勉
強
す
る
。
食
卓
に
客

つ
た
物
に
は
中
々
執
着
が
強
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
喜
ぶ
こ
ご
は
出
陣
中
も
相
礎
ら
す
で
、
好
ん
で
談
笑
し

　
職
時
で
も
小
時
で
も
朝
飯
後
直
に
仕
事
に
取
掛
る
。
夏
　
焦
眉
の
時
事
問
題
に
峨
で
論
及
す
る
。

は
六
時
に
起
き
、
冬
は
一
時
間
遅
い
っ
仕
事
は
十
一
時
頃
　
　
正
入
時
に
晩
餐
を
喫
し
斗
酒
を
傾
け
な
が
ら
†
一
蛭
頃

乾
瓢
く
Q
そ
れ
か
ら
霜
露
を
論
ぜ
す
、
季
飾
を
問
は
す
、
　
ま
で
談
ず
る
。
毎
日
毎
疑
此
順
序
に
毫
も
塩
ひ
が
な
い
ゆ

タ
ツ
プ
リ
散
歩
す
る
も
是
も
現
在
の
戦
時
ご
以
前
の
尋
時
　
戦
孚
が
ヒ
ン
デ
ン
ブ
川
グ
の
生
活
振
を
饗
へ
る
こ
ご
が
出

ε
異
る
所
が
な
い
。
私
は
二
三
度
彼
が
有
蓋
臼
動
車
で
爾
　
來
な
い
ご
同
じ
く
、
戦
禦
の
嶽
難
ご
世
界
史
上
重
大
な
る

官
ご
一
所
に
、
閑
翻
な
森
の
中
で
多
少
路
ら
し
い
路
を
乗
　
出
駕
事
．
ご
は
彼
の
非
凡
諮
る
元
氣
を
黒
き
擾
す
こ
ご
が
出

廻
す
締
め
、
郊
外
に
桑
出
す
勝
を
見
だ
こ
ご
が
あ
る
〇
一
　
來
な
か
つ
だ
。
，
一
、
一
月
初
々
ズ
ー
ル
地
方
の
悪
戦
時
代
も
今

時
前
五
分
に
附
っ
て
、
正
一
時
に
始
ま
る
午
餐
の
食
卓
に
も
彼
は
毫
も
鍵
ゑ
が
な
い
Q
．
一
九
晶
四
年
＋
二
月
シ
エ
囁
ッ

就
く
用
意
を
す
る
。
此
時
聞
の
三
雲
は
時
計
．
を
調
整
す
る
　
フ
ェ
ア
ε
ジ
ッ
ツ
々
シ
ご
が
露
人
か
も
ロ
ツ
ヂ
ユ
の
東
方

　
　
　
箪
蝸
二
谷
　

雑
纂
　
　
ス
頭
ン
●
（
ヂ
ン
の
七
ン
デ
ン
プ
ル
グ
詳
　
　
　
　
　
　
　

第
凶
雛
　
　
ご
二
九
（
六
六
九
）



　
　
　
第
三
巻
　
　
　
軌
織
　
纂
　
　
　
ス
エ
ン
●
（
ヂ
ン
の
七
ン
デ
ン
プ
ル
ダ
騨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
四
〇
　
（
山
雪
七
〇
）

で
包
園
せ
ら
れ
て
絶
豊
的
ご
思
は
れ
人
心
遥
々
π
り
し
時
　
　
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
ε
墾
謀
長
こ
の
聞
酒
は
戚
す
る
薫
鯨

も
、
ヒ
ン
ヂ
ン
ブ
川
グ
は
其
李
静
を
失
は
す
、
人
々
不
安
　
り
あ
る
も
の
で
、
要
人
の
結
托
を
解
く
は
唯
死
あ
る
の
み
Q

の
極
に
議
し
漏
壷
も
午
餐
の
卓
上
に
供
へ
ら
れ
セ
見
事
な
　
作
戦
計
書
を
立
つ
る
は
元
帥
で
あ
る
か
、
血
行
長
で
あ
る

．
ハ
イ
は
何
所
か
ら
到
罰
し
把
の
か
ご
尋
ね
把
。
此
パ
イ
は
　
か
ご
は
往
々
問
題
ご
な
る
が
、
彼
等
は
一
以
て
他
を
補
ふ

著
き
少
尉
の
母
親
か
ら
逸
っ
て
來
把
も
の
で
、
其
者
親
は
も
の
ε
信
せ
ざ
る
を
得
な
い
つ
け
れ
ざ
も
責
任
の
重
荷
は

縛
別
の
謝
欺
を
受
け
π
o
扁
見
包
毒
中
に
陥
つ
π
軍
團
は
　
濁
り
深
慮
の
み
之
を
負
櫓
…
す
る
。
司
命
官
ご
参
謀
長
ご
は

司
有
官
の
期
待
に
背
か
ざ
る
冷
静
の
果
断
を
以
て
突
破
し
　
友
人
間
の
情
誼
の
み
か
、
好
果
を
結
ぶ
共
同
作
業
に
因
り

剰
へ
一
蹴
二
千
の
俘
虜
を
得
π
o
斯
く
の
如
き
元
帥
の
沈
　
て
も
切
で
も
切
れ
ぬ
仲
こ
な
っ
て
居
る
。
爾
空
軍
の
語
り

麿
は
篤
し
大
部
分
自
然
の
賜
で
あ
ら
う
。
併
し
叉
至
重
の
　
合
ふ
様
を
見
る
ご
、
犯
す
べ
か
ら
ざ
る
威
服
の
戚
に
打
π

責
柾
を
負
ふ
様
敷
育
せ
ら
れ
た
結
果
で
、
既
織
に
点
て
濁
　
れ
る
◎
「
未
來
の
統
帥
し
ご
は
元
帥
が
〃
デ
ン
ド
川
フ
に
與

逸
の
將
稜
は
頭
初
よ
り
訓
練
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
だ
名
で
、
ル
氏
が
其
上
官
を
如
何
に
見
て
居
る
か
は
、
束

　
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
は
兵
士
の
瀞
で
あ
る
◎
こ
れ
勝
利
が
　
部
戦
蕩
に
於
け
る
何
人
も
熟
知
の
事
で
あ
る
。
普
魯
士
の

此
元
帥
の
釆
配
次
第
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
兵
士
は
彼
の
　
ヨ
ア
ヒ
ム
親
王
が
曾
て
ヒ
ン
デ
ゾ
ブ
ル
グ
の
黒
馬
に
書
途
．

名
を
聞
く
だ
け
で
、
至
大
の
努
力
に
鼓
舞
せ
ら
れ
、
彼
が
　
つ
π
書
葉
は
、
全
軍
隊
が
タ
ン
子
ン
ベ
〃
グ
の
職
勝
者
に

爲
め
に
は
熟
誠
を
以
て
死
地
に
赴
く
。
我
英
雄
は
叉
御
漏
　
聾
し
て
懐
け
る
戚
情
の
表
明
ご
見
ら
れ
る
み
其
言
葉
ζ
「
予

の
父
で
あ
り
、
何
等
か
の
道
を
以
て
彼
等
に
幸
編
を
得
し
　
の
怯
儒
な
ら
濾
は
卿
の
知
る
里
な
れ
ざ
も
、
ヒ
ン
デ
ソ
ブ

む
る
様
腐
心
し
て
居
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
グ
の
爲
な
ら
ば
打
殺
さ
る
》
ご
も
厭
は
じ
し
ご
、
．



O

　
ヒ
琶
デ
ン
ブ
ル
グ
の
記
憶
は
非
凡
で
あ
る
〇
四
歳
か
ら

七
歳
ま
で
ボ
；
ぜ
ン
州
の
ビ
ン
子
に
住
ん
だ
こ
ご
が
あ

る
。
彼
の
父
は
旧
地
の
正
兵
第
五
十
六
聯
隊
附
で
あ
っ

た
。
丁
度
新
會
堂
が
建
て
ら
れ
花
が
、
幼
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル

グ
は
父
ご
一
所
に
折
々
其
會
堂
に
出
掛
け
π
o
現
跳
上
で

元
帥
が
司
令
都
を
ポ
ー
ゼ
ン
市
に
悪
い
π
時
ビ
ン
子
の
會

堂
を
訪
問
し
て
、
這
入
る
ご
直
に
「
以
前
は
腰
樹
が
祭
壇

か
ら
ズ
ヅ
ト
離
れ
て
居
泥
」
ご
言
把
。
牧
師
は
其
言
の
正

確
な
る
を
讃
認
し
π
o
敷
涯
の
増
大
に
蓮
れ
て
、
二
三
年

・
前
腰
掛
の
刻
を
内
陣
の
方
へ
若
干
進
め
柁
の
で
あ
る
。
所

が
元
帥
が
前
に
此
會
堂
を
見
て
か
ら
九
六
十
年
立
っ
で
居

る
の
だ
。

　
　
一
八
山
ハ
ム
ハ
塵
年
蓉
ヒ
ン
デ
ン
ブ
川
グ
は
士
官
候
補
…
團
を
去

っ
て
三
校
こ
な
つ
淀
ゆ
讃
明
書
に
は
選
抜
生
即
ち
「
特
に

將
綾
陀
る
に
適
す
る
者
」
ご
云
ふ
寸
感
を
受
け
だ
Q

　
同
年
の
戦
役
に
は
近
衛
歩
兵
第
三
聯
隊
に
服
役
し
π
O
．

若
き
少
尉
は
ケ
ー
，
ニ
ヒ
グ
レ
ー
ッ
の
職
に
．
敵
の
砲
門
を
強

策
三
巻
　
…雑

[
　
ス
躍
ン
●
（
ヂ
ン
の
ヒ
ン
デ
ン
プ
ル
グ
詳

襲
す
る
際
即
功
を
樹
て
π
o
肇
は
射
落
さ
れ
彼
自
身
も
負

傷
し
陀
。
職
事
絡
了
後
ハ
ノ
ー
ゴ
〃
に
赴
き
、
翼
下
特
に

此
市
を
好
く
様
に
な
つ
だ
。

　
扁
八
七
〇
年
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
は
先
づ
聯
隊
副
官
こ
な

り
．
、
次
い
で
聯
隊
給
養
委
員
こ
な
る
。
此
資
格
を
以
三

八
七
一
年
扁
月
十
八
日
ゴ
γ
テ
イ
ユ
に
於
け
る
誓
忠
式
の

蒔
聯
隊
を
代
表
し
把
。
併
し
エ
〃
子
ル
霊
伯
の
名
叢
に
は

肇
の
尖
頭
が
見
ゆ
る
ば
か
り
だ
○
　
　
　
　
　
“

　
載
後
三
年
間
陸
軍
大
黒
綾
に
入
り
、
後
墾
謀
本
部
勤
務

ご
な
る
。
一
入
七
九
年
シ
’
プ
ッ
チ
」
ン
に
鶴
任
し
、
フ
オ

ソ
・
シ
ペ
川
ヲ
ン
グ
大
量
の
娘
グ
ル
ト
ル
ゥ
ー
3
、
ヰ
川
へ

川
ミ
ー
子
嬢
ご
結
婚
し
π
。
シ
ペ
川
リ
ン
グ
家
は
端
典
に

も
知
名
の
軍
人
を
供
給
し
π
家
柄
だ
Q
此
結
婚
は
異
常
に

仕
合
は
せ
な
も
の
ご
な
つ
起
。

　
ク
ー
ニ
ピ
ス
ベ
ル
グ
及
フ
ラ
ウ
シ
タ
ッ
ト
に
歴
任
の
後

再
び
黎
謀
本
部
附
こ
し
て
伯
林
に
詣
り
、
岡
時
に
陸
箪
大

學
綾
の
戦
術
學
敷
官
こ
な
つ
だ
。
一
時
陸
軍
省
の
部
長
ご

　
　
　
　
　
　
　
餓
〃
四
磁
壁
　
　
　
一
四
噺
　
（
山
畠
七
一
）



ノ

　
　
　
第
三
巻
　
雑
纂
　
ス
エ
ン
λ
ヂ
ン
の
b
ン
デ
潔
プ
川
ダ
評
　
　
　
　
　
第
四
號
　
輔
四
二
（
六
七
一
．
一
）

し
て
動
白
し
陀
後
↓
一
入
九
一
年
オ
ル
デ
．
ソ
ブ
川
グ
聯
隊
　
フ
ォ
ン
。
セ
〆
ブ
彫
グ
ご
を
見
把
。
一
九
二
年
ハ
ノ
士
ゴ

に
赴
任
し
う
二
年
後
b
ブ
レ
ン
ツ
第
八
軍
團
長
バ
ー
ゲ
ン
　
ル
に
於
て
退
職
級
に
入
り
現
役
を
解
か
れ
に
。
、
翌
年
第
二

太
公
欝
世
子
の
饗
謀
長
こ
な
ケ
、
晶
九
〇
〇
年
第
二
十
八
．
女
を
ジ
、
ユ
レ
子
ブ
ル
グ
凪
身
の
ハ
ノ
ー
ゴ
ル
乗
馬
學
校
長

歩
兵
師
團
長
こ
し
て
ヵ
川
ス
川
一
へ
に
縛
任
し
π
。
　
　
　
摂
，
民
に
嫁
し
π
Q
氏
ぽ
堀
時
第
十
豫
備
隊
の
脱
営
塒
校
で

　
此
頃
マ
イ
ン
河
畔
ブ
ラ
ソ
ク
フ
ル
ト
市
の
陪
…
席
判
　
畢
B
　
あ
る
。
．
’
・

氏
が
・
ン
ヂ
ソ
ブ
藁
家
ご
親
し
一
な
つ
陀
。
B
は
・
ン
　
之
に
次
、
気
で
ゴ
ル
に
於
け
る
閑
散
な
る
数
年
聞
、

デ
ソ
ゴ
グ
の
長
女
義
西
國
四
林
湖
畔
の
ブ
以
ソ
尋
ン
，
ン
デ
γ
ブ
夢
見
史
の
研
究
巌
治
及
び
軍
事
に
關

と
於
て
知
食
な
り
我
意
中
の
人
こ
し
信
．
結
婚
式
は
一
す
る
記
録
の
下
獄
ご
を
事
こ
し
に
。
叉
彼
豪
の
歴
史
を

超
矯
難
川
漁
麟
濯
い
灘
簡
せ
響
雛
編
鐘
撚
胸
繋
“
遡

　
一
九
〇
三
年
春
大
將
は
マ
グ
デ
ブ
夢
の
同
断
軍
饗
オ
ソ
・
ボ
ッ
ク
、
フ
ォ
ン
、
び
ハ
・
敷
奨
臣
フ
ォ
ン
、

に
補
せ
ら
れ
、
八
年
間
此
職
を
保
有
し
π
。
此
軍
団
の
管
　
シ
ゾ
ッ
㍗
及
當
時
の
歩
兵
大
將
に
し
て
現
に
元
帥
π
る
フ

三
内
に
ラ
イ
プ
チ
・
附
近
の
り
、
。
ツ
ッ
エ
ン
ご
云
ふ
一
小
オ
シ
・
ビ
言
▽
等
で
あ
る
。

市
が
あ
っ
π
。
一
九
〇
七
年
＋
一
月
六
昆
地
の
グ
ス
タ
　
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
は
骨
牌
を
弄
ば
な
い
・
折
々
バ
チ
ア

ア
フ
、
ア
ド
川
フ
禮
拝
堂
の
献
堂
式
に
臨
場
せ
る
猫
逸
人
ン
ス
怠
云
ふ
一
人
限
り
で
出
摩
る
骨
牌
遊
）
を
す
る
か
・

・
申
第
一
凋
に
皇
帝
の
名
代
ア
イ
ヲ
ル
、
フ
フ
4
ド
リ
七
難
　
ま
起
は
．
ハ
ル
々
を
一
番
位
推
す
。
暑
樂
に
齢
し
て
は
こ
れ

王
の
次
τ
歩
兵
大
將
フ
ォ
ン
、
べ
子
ソ
グ
ン
ド
ル
フ
ビ
、
　
ご
云
ふ
趣
味
も
持
π
な
い
が
、
軍
樂
の
勇
飛
騨
濃
な
調
子
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
智

σ



を
喜
ぶ
。
本
當
に
好
い
詩
や
、
美
術
的
の
手
際
セ
見
せ
だ
　
柁
の
も
此
所
で
あ
っ
π
q
得
摩
に
る
意
氣
ご
勝
利
分
確
信

叢
な
ち
ば
大
に
之
を
貴
ぶ
。
劇
傷
に
は
滅
多
に
顔
を
見
せ
t
ざ
に
満
ち
て
彼
は
此
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
日
の
重
大
な
る
電

濾
。
語
語
は
流
暢
に
話
す
が
、
英
國
贔
負
で
は
な
い
◎
　
　
報
を
鵜
呑
に
し
だ
。
此
時
世
界
の
鵬
翼
は
一
．
髪
に
懸
っ
て

　
騎
行
に
は
可
成
り
時
を
費
し
π
o
退
職
後
間
も
な
く
数
　
居
泥
が
、
其
一
髪
は
断
絶
し
だ
の
で
あ
る
Q
け
れ
ざ
も
彼

月
間
以
太
利
を
見
物
し
、
後
に
は
屡
々
母
樹
魯
西
の
フ
ラ
　
は
命
や
司
倉
灌
を
要
求
す
る
資
格
が
無
い
q
．
登
れ
彼
を
深

イ
シ
タ
ッ
ト
趨
に
於
け
る
傳
家
の
家
産
ノ
イ
デ
ッ
ク
に
赴
　
く
悲
ま
し
む
る
駈
以
で
あ
る
。
彼
の
時
世
は
既
に
過
去
つ

い
π
、
其
所
に
は
元
ご
ハ
ノ
ー
ゴ
ル
第
十
⊥
ハ
軍
團
第
二
龍
　
た
◎
彼
は
時
代
後
れ
の
人
で
あ
る
気
若
き
人
材
が
窟
國
防

騎
兵
聯
隙
の
少
佐
罵
り
し
兄
（
？
）
が
糖
質
ま
で
住
ん
で
居
　
禦
の
欝
め
じ
繰
毘
さ
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。

π
o
り
一
ぜ
ン
ゲ
ゼ
ル
グ
山
導
の
シ
ユ
ラ
イ
ベ
ル
ハ
ゥ
に
　
　
然
し
斯
る
時
節
に
詐
り
て
悠
々
発
令
に
止
ま
る
に
恕
ぴ

も
よ
ぐ
旅
行
し
て
妻
の
妹
（
ヱ
ご
結
婚
し
把
義
臣
エ
フ
な
い
。
彼
は
蔽
に
ハ
ノ
ギ
ギ
γ
に
赴
き
、
萬
薇
召
の
灘

オ
ン
、
マ
ン
シ
タ
イ
ン
閣
下
を
訪
問
し
控
。
　
　
　
　
　
　
が
彼
に
も
懸
つ
機
器
合
手
近
に
居
る
こ
ご
に
し
た
塑
七
月

　
毎
年
夏
ボ
ム
メ
ル
ン
の
カ
ム
ミ
ー
γ
附
近
な
る
グ
“
L
　
三
十
一
日
照
車
は
運
縛
停
止
こ
な
っ
た
か
ら
、
彼
は
最
後

ス
ユ
ス
チ
ー
ン
ご
云
ふ
所
有
地
に
女
婿
を
訪
問
し
て
暫
く
　
の
瞬
問
に
蹄
宅
し
た
謬
だ
。

滞
在
し
陀
。
袈
で
老
紳
士
に
田
園
生
活
の
物
蔭
な
樂
み
に
　
　
袋
で
熱
烈
な
る
注
意
を
以
て
事
件
の
直
行
を
追
究
し
、
一

耽
ゲ
、
叉
拳
々
喜
ん
で
近
駈
の
東
海
岸
（
バ
ル
チ
ッ
グ
海
　
地
圏
の
上
に
東
普
侵
入
殿
軍
の
進
路
を
記
入
し
、
彼
に
し

岸
）
一
に
遊
ん
だ
。
　
　
　
　
　
　
・
，
　
　
　
　
　
・
　
。
．
、
　
て
東
北
四
境
防
備
の
任
に
當
り
π
藍
ん
に
は
、
知
何
な
る

　
一
九
一
四
年
七
月
三
十
旧
切
質
せ
る
戦
局
の
報
撹
を
得
　
手
段
を
軌
傷
に
る
べ
き
か
、
其
疑
其
日
の
自
信
め
る
方
略

　
　
　
第
」
二
巻
　
　
甜
雑
　
纂
　
　
ス
f
ン
q
ヘ
ヂ
ン
の
h
ン
デ
ン
プ
馬
グ
欝
　
　
　
　
　
　
　
　
策
．
四
二
　
　
一
四
三
　
（
山
ハ
・
七
三
）



第
三
巻
　
　
雑
纂

　
　
　
　
　
　
　
　

ス
。
エ
ン
●
（
ヂ
ン
の
七
ン
デ
ン
・
プ
パ
か
「
評

を
立
て
π
o

　
八
月
サ
一
蹟
露
玉
匹
が
雷
素
報
を
齎
し
π
．
時
も
、
除
念
な
く

地
圖
に
見
入
て
磯
花
。
電
報
を
開
い
て
見
る
ε
、
皇
帝
陛

下
は
彼
を
元
帥
に
任
命
し
、
復
職
ご
同
蒔
に
司
渉
外
を
授

け
ら
る
、
こ
ご
、
な
っ
た
O

　
此
峙
の
彼
の
威
情
は
想
像
に
鯨
め
り
、
且
忽
ち
十
年
若

．
麺
つ
泥
こ
ご
も
理
曾
せ
ら
れ
る
。
間
も
な
く
第
二
の
電
報

が
屈
い
て
、
夕
方
に
臨
時
鋼
車
が
彼
を
東
部
載
蕩
へ
運
び
、

同
列
車
内
で
彼
の
墾
謀
長
ル
ウ
デ
ン
ド
川
フ
ざ
落
合
ふ
事

に
な
ら
う
ご
云
ふ
報
知
を
受
け
π
時
、
彼
の
精
力
は
更
に

十
年
若
返
っ
柁
に
相
違
な
い
。
是
は
八
月
二
十
二
日
の
夕

・
方
で
あ
っ
π
〇
無
職
後
に
タ
ン
ネ
ン
ペ
ル
グ
の
翻
倒
が
始

ま
り
ヒ
ン
ヂ
ソ
ベ
ル
グ
を
全
職
役
を
通
じ
て
獅
逸
等
星
の

第
糾
列
に
進
め
、
彼
の
名
を
不
朽
な
ら
し
め
淀
。

　
　
　
　
島

　
黄
昏
に
我
々
は
司
命
部
に
蹄
着
し
て
、
八
時
少
し
前
私

は
軍
司
命
官
の
居
る
別
荘
に
赴
い
淀
ρ
別
荘
は
琴
平
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
第
㎞
幽
號
　
　
　
一
四
M
幽
　
　
（
山
ハ
七
四
）

鐵
柵
で
隈
ら
れ
、
庭
の
入
口
の
上
に
は
小
凱
旋
門
の
如
く

卵
形
の
表
札
に
「
誠
意
漱
迎
」
の
文
字
が
讃
ま
れ
セ
。

　
客
間
に
は
幕
僚
ε
當
出
の
心
算
ε
が
集
ま
り
、
最
後
に

〃
ウ
デ
ン
ド
川
フ
中
綴
が
見
ぬ
把
。
人
々
は
三
々
五
々
相

別
れ
て
談
話
を
交
へ
て
居
る
◎
正
八
蒔
に
な
る
ご
隣
室
に

元
帥
の
重
々
し
い
齊
然
騰
る
足
音
が
聞
ぬ
て
堂
駆
る
豊
満

強
堆
の
姿
が
閾
の
上
に
現
は
れ
る
。
私
が
今
更
此
翼
面
目

な
、
嫌
々
し
い
、
諾
否
な
相
貌
を
描
訳
し
よ
う
ご
試
み
る

必
要
は
な
い
。
春
愁
は
し
げ
な
が
ら
親
み
あ
る
ノ
眼
、
引
締

ま
つ
群
口
、
突
立
っ
沈
白
髪
．
濃
く
ク
ヅ
キ
フ
ざ
弓
形
に

垂
れ
柁
髭
、
此
風
貌
は
如
何
な
る
濁
憂
人
に
も
瑞
典
人
に

も
知
ら
れ
て
居
る
。
此
名
士
の
前
に
立
つ
π
時
、
私
は
渉

イ
ゼ
ー
プ
川
グ
森
林
中
の
古
代
ゲ
ル
マ
ン
人
を
想
は
ざ
る

を
得
な
か
つ
π
◎
彼
の
事
業
は
彼
等
の
そ
れ
の
如
く
永
遽

に
活
き
る
で
あ
ら
う
○
其
は
此
事
業
が
國
民
の
意
識
に
超

人
的
ξ
し
て
直
に
銘
じ
ら
れ
、
、
國
民
の
愛
情
は
此
英
雄
を

今
既
に
愚
説
の
微
光
を
以
て
包
み
軍
あ
π
か
ら
で
あ
る
o



　
實
際
ヒ
ソ
デ
ン
ブ
ル
グ
は
古
代
ゲ
ル
マ
ン
族
長
系
の
苗

斎
で
彼
自
身
族
長
で
あ
る
○
さ
れ
ば
ご
云
て
一
つ
ノ
＼
の

相
好
が
異
常
で
、
非
凡
な
性
質
を
露
は
し
て
居
る
ご
云
ふ

…謬

ﾅ
も
な
い
。
タ
ン
ネ
ン
ベ
ル
グ
の
戦
勝
者
が
燭
逸
の
百

姓
だ
つ
忙
ら
、
驚
風
釆
は
何
人
に
も
至
仁
陀
な
か
ら
う
。

此
百
姓
は
非
常
に
張
勘
な
、
男
ら
し
い
、
眞
正
直
な
人
相

だ
こ
云
ふ
位
で
、
六
十
八
年
の
生
涯
に
多
く
働
き
、
深
く

思
ひ
に
沈
ん
だ
人
だ
こ
推
す
る
位
だ
ら
う
。
骨
格
ご
大
き

な
頭
、
此
男
自
体
が
彼
の
何
物
で
あ
り
、
何
人
で
あ
る
か

を
語
っ
て
居
る
。
即
ち
輩
ハ
斯
科
の
蒸
汽
ロ
ー
ラ
（
修
道
槻
）

を
破
壊
し
、
皇
帝
ご
軍
隊
ご
が
彼
を
据
ね
だ
持
傷
で
、
引

績
き
猫
逸
の
敵
を
全
滅
せ
し
む
る
大
綱
軍
で
あ
る
こ
ご
を

　
斯
し
て
私
は
彼
を
始
め
て
見
π
、
安
心
ご
頼
も
し
さ
の

構
化
で
、
泰
然
自
若
の
氣
を
周
園
に
濃
ら
せ
る
彼
を
。
泓

は
職
箏
に
於
け
る
入
格
の
カ
、
軍
將
が
集
團
を
統
治
す
る

力
を
幾
分
距
離
し
π
◎
ク
ラ
ウ
ぜ
ヰ
ッ
ッ
が
主
將
写
る
に

必
須
の
性
質
に
就
い
て
下
の
如
く
云
て
る
の
を
我
家
で
護

　
　
　
第
輔
二
巻
　

難…

[
　
　
ス
繍
義
ン
9
（
ヂ
ン
の
ヒ
ン
ヂ
ン
プ
ル
グ
澄

ん
だ
こ
ご
が
あ
る
、
曰
く
「
彼
の
胸
中
の
火
、
彼
の
精
紳

の
光
に
因
り
て
、
す
べ
て
他
の
人
々
の
決
意
の
火
嘘
希
望

の
光
ご
が
薪
に
焚
付
け
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」
ご
。
愛

に
強
き
心
を
他
に
分
ち
得
る
人
が
立
っ
て
居
た
。
時
経
て

後
今
に
至
り
彼
時
の
深
き
印
象
が
復
活
し
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ

川
グ
に
卜
す
る
記
事
を
霞
む
時
、
職
事
哲
星
暦
の
他
の
金

言
を
思
質
す
。
曰
く
「
強
き
心
ご
は
輩
に
強
き
戚
動
の
能

あ
る
も
の
で
は
な
い
、
最
強
き
戚
動
に
遇
ひ
て
李
均
を
失

は
す
、
胸
中
の
嵐
に
も
拘
は
ら
す
洞
察
ご
確
信
こ
の
鯨
裕

あ
る
こ
ご
、
猶
嵐
に
揉
ま
る
、
船
の
上
で
羅
針
の
運
轄
自

由
自
在
な
る
が
如
き
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」
ご
○

　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
室
内
は
ヒ
ッ
ソ
ジ
ご
な
り
、
人
々
皆
直
立
不
動
の
姿
勢

を
取
つ
托
。
元
帥
は
淋
色
自
若
駈
る
も
の
で
、
私
に
握
手

し
て
入
口
に
掲
げ
π
誠
意
獣
迎
を
繰
返
し
た
時
も
、
前
ご

同
じ
く
眞
面
目
で
あ
っ
π
o
そ
れ
か
ら
他
の
來
賓
に
挨
拶

し
、
幕
僚
に
異
く
會
騨
し
て
、
我
々
一
同
を
食
堂
に
案
内

し
π
o

餓
が
一
幽
號
　
　
　
一
四
五
　
　
（
山
ハ
七
五
）



　
　
　
第
三
巻
　
　
離
纂
　
　
ス
“
エ
ン
。
（
ヂ
ソ
の
七
ン
デ
ン
プ
ル
グ
瓢
隅
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
ご
幽
山
ハ
　
（
六
七
山
ハ
）
，

　
來
賓
は
泡
立
っ
三
鞭
酒
の
盃
を
畢
げ
て
獣
迎
せ
ら
れ
、
　
を
掛
け
、
京
部
戦
蕩
に
於
て
私
の
期
待
の
當
が
外
れ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
へ

剛
伺
上
機
嫌
で
、
談
話
は
酒
類
料
理
番
ご
同
じ
く
は
つ
ん
　
ご
は
萬
φ
る
ま
い
ε
心
丈
夫
な
こ
ご
を
云
は
れ
覚
。
彼
は

へ

だ
。
英
國
の
兵
糎
攻
め
は
愛
に
は
跡
形
も
な
い
。
完
全
な
　
大
元
帥
π
る
ヵ
イ
ぜ
〃
の
こ
ご
を
語
り
、
老
後
に
及
ん
で

上
品
な
晩
餐
こ
し
ズ
申
分
は
な
か
っ
π
o
最
後
に
珈
騨
、
　
斯
の
如
き
君
圭
に
事
へ
得
る
こ
ご
を
曝
露
く
戚
じ
て
居

り
キ
ユ
ウ
酒
、
葉
窓
、
紙
恕
及
懸
燭
の
火
（
莫
を
吸
付
け
　
だ
。
藺
國
の
危
急
を
張
慾
な
大
敵
か
ら
二
つ
沈
ご
云
ふ
こ

る
翁
の
）
が
行
屈
い
π
兵
士
の
手
で
配
ら
れ
た
。
其
他
の
　
こ
は
、
彼
に
取
り
て
必
無
限
の
喜
悦
ご
満
足
ε
の
源
泉
で

貼
に
於
て
軍
司
倉
官
の
別
荘
で
は
す
べ
て
質
素
勝
で
あ
　
あ
ら
う
ご
云
把
ら
、
簡
軍
に
、
謙
遜
に
「
そ
れ
あ
博
士
（

る
。
別
荘
も
小
さ
し
部
屋
も
狭
い
。
元
帥
は
今
日
の
廿
四
　
里
）
軍
人
だ
つ
て
運
の
向
い
て
來
る
事
も
な
く
て
は
ね
！
」

人
以
王
の
客
に
食
卓
で
接
す
る
こ
ご
は
出
家
ま
い
。
然
し
　
ご
答
へ
π
。
彼
の
大
勝
利
に
歯
し
彼
は
先
第
一
に
お
助
を

彼
は
彼
の
住
宅
、
町
内
．
否
全
市
を
戦
利
品
を
以
て
飾
る
　
授
け
泥
紳
に
、
そ
れ
か
ら
東
部
に
於
て
彼
に
重
大
な
る
任

こ
ご
が
出
塁
π
ら
う
。
所
が
戦
勝
記
念
品
な
ご
は
跡
形
も
務
を
負
は
せ
だ
皇
帝
に
、
次
に
必
要
帯
く
べ
か
ら
ざ
る
慧

見
ね
ぬ
。
室
内
に
濃
る
職
勝
の
氣
分
は
亭
主
役
か
ら
海
れ
　
眼
の
参
謀
長
ル
ウ
デ
ン
ド
ル
グ
に
、
ま
π
優
秀
な
る
將
綾

出
π
の
で
あ
る
Q
彼
は
東
普
か
ら
露
國
の
侵
路
を
終
局
的
　
團
に
、
最
後
に
併
し
最
小
で
は
な
く
彼
の
勇
敢
な
る
兵
土

に
掃
蕩
し
π
◎
マ
ズ
ー
川
湖
上
に
最
早
露
西
亜
嵐
は
吹
京
　
に
成
功
の
名
轡
を
蹄
し
紀
。
彼
島
身
は
顯
藩
を
も
榮
轡
を

る
ま
じ
、
「
心
安
か
れ
我
租
國
」
。
今
は
攻
勢
に
轄
じ
て
戦
を
　
も
要
求
し
て
は
居
な
い
Q
全
繋
留
國
民
の
心
ご
永
遽
の
戚

敵
國
に
遷
す
こ
竃
が
毘
來
る
：
…
ゴ
…
：
　
　
　
　
　
　
　
　
謝
ご
を
握
っ
て
居
る
こ
ご
は
内
心
の
喜
び
で
あ
ら
う
が
、

元
帥
は
西
部
職
掌
に
於
け
る
印
象
に
就
い
て
二
三
の
問
之
を
鼻
に
懸
け
る
．
」
ご
は
し
な
い
。
彼
は
彼
に
よ
り
て
租



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍉

霞
に
附
與
せ
ら
れ
π
赫
々
泥
る
光
輝
に
野
し
、
戚
謝
の
念

を
懐
き
、
淋
ご
人
ご
に
樹
し
て
は
何
回
ま
で
も
謙
遜
で
あ

る
G

朝
鮮
慶
グ

邑
城
に
就
て

　
　
慶
州
は
朝
鮮
の
名
邑
な
b
o
探
勝
の
覇
客
常
に
跡
を
絶

　
だ
す
○
然
る
に
莫
の
邑
城
の
築
造
年
代
は
束
國
輿
地
露
髄

　
、
東
京
国
記
、
増
補
文
獣
備
考
何
れ
も
之
・
を
載
せ
ざ
る
な

　
，
9
0

　
　
高
麗
史
を
按
ず
る
に
、
兵
志
城
墜
の
條
に
曰
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

　
　
　
顯
宗
三
七
城
慶
州
長
州
金
聡

き
。
蓋
し
慶
州
築
城
の
皮
に
見
ゆ
る
最
初
な
る
べ
し
、
褒

　
州
は
今
威
南
定
李
郡
の
．
一
部
に
し
て
、
金
壌
は
今
江
原
道

　
湖
川
な
り
○
樹
同
書
を
按
ず
る
に
、
地
理
志
東
京
留
守
の

　
條
に
、

、
　
　
顯
宗
三
年
忌
留
守
官
、
降
三
章
州
防
禦
使

　
ε
あ
う
。
始
め
新
羅
蚊
除
か
る
》
や
高
麗
は
其
の
國
都
を

　
　
　
　
第
三
霧
　
　
難
　
纂
　
　
朝
鮮
慶
州
邑
城
に
就
て

丈
學
士
小
田
省
吾

似
て
慶
州
ご
臆
し
、
之
に
大
都
醤
府
を
置
き
し
が
、
盛
溢

の
六
年
改
め
て
東
京
留
守
ご
せ
り
。
是
に
至
り
留
守
官
を

面
し
て
防
禦
使
を
暴
き
し
か
ば
、
始
め
て
築
城
の
必
要
を

戚
じ
た
る
も
の
な
る
べ
し
○

　
次
に
僖
奎
章
騰
、
今
朝
鮮
総
督
府
参
事
官
室
分
室
）
所
藏

の
慶
爾
滋
績
撰
地
理
志
を
閲
す
る
に
、

　
　
府
邑
城
　
石
築
周
廻
四
千
七
十
五
尺
高
十
二
尺
七
才
．

　
　
　
　
有
軍
倉
、
洪
武
戊
午
改
築
、

ε
あ
り
、
之
に
依
り
て
始
め
て
改
築
の
年
代
を
知
る
こ
ε

を
得
元
）
。
洪
武
戊
午
は
即
ち
高
麗
末
期
辛
仁
王
の
四
年

に
し
て
．
顯
宗
三
年
を
去
る
こ
ご
三
百
六
十
六
年
な
り
○

　
抑
々
慶
爾
道
地
理
志
並
に
慶
爾
縛
縄
心
地
鯉
志
に
付
て

餓
が
四
悪
伽
　
　
　
扁
四
七
　
　
（
山
嶺
七
・
七
）


